
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 公 社 ） 日 本 包 装 技 術 協 会 ・ 中 部 支 部

日 本 包 装 管 理 士 会 中 部 支 部 

 
 

【個人情報保護について】参加申込時の個人情報は、当事業に関わる資料等の作成、並びに当会が主催・実施する各事業におけるｻｰﾋﾞｽの提供 

      や事業のご案内等のために利用させていただきます。その他、法令に基づく場合などを除き、第三者に開示、提供することはありません。 

 

  

日 時  ２０２４年３月２９日（金） １３：３０～１５：３０ 

会 場  「Zoomウェビナー」を利用したオンラインセミナー形式 

     ※ＪＰＩホームページより、各自で申込をお願いいたします。 

参加費 【会員】 無料 ／ 【一般（会員外）】 １１,０００円（消費税１０％込） 

開   催   要   領 

 日 時：２０２４年３月２９日（金） 13：30～ 

 会 場：「Zoom」を利用したオンラインセミナー形式 

※JPIホームページより各自で申込ください。 

 定 員：５００名 

 参加費：【会員】無 料 

        【一般】11,000円（消費税10％込） 

 お願い：セミナーの録音・撮影等は禁止です。 

＜お申込みについて＞ 

 ① 参加申込に際しては、下記の【参加申し込み方法と注意事項】をご確認ください。 

 ② フォーラムの講演内容については、裏面に記載がありますのでご参照ください。 

 ＜お問い合せ先＞ （公社）日本包装技術協会・中部支部 

【ホームページ】 https://www.jpi.or.jp/shibu/chubu/ 

【E-mail】 osada@jpi.or.jp 

【参加申し込み方法と注意事項】 

◆本催しはwebを使用してのオンライン講演会（ウェビナー）になります。 

申し込みは、JPIホームページの「JPI webフォーラム参加申込ページ」より登録いただく

ようお願いします。申込者にはウェビナー開催の２日前頃に「ウェビナー招待メール」を

お送りしますので、メールアドレスの入力を間違えてしまうと登録できず、メールの送付

ができませんのでご注意ください。 

◆IPP（日本包装管理士会）中部支部会員の方は、「個人会員」でお申し込みください。 

◆お送りする「ウェビナー招待メール」にて、参加用URL、参加方法、参加までの手順、 

注意事項をお知らせしますので、確認の上ご参加下さい。 

◆申込者1名のみ本催しに参加できます。 

1つのメールアドレスにつき、1人しか参加できません。 

◆その他注意事項などにつきましては、JPIホームページおよび裏面を 

ご確認の上、参加登録をお願い致します。 

JPIホームページ（URL）：https : //www.jpi.or.jp/ 

JPI web フォーラム（2024 年 3 月度） 

JPI ホームページ 



 
 
 
 
 
 
 
 

※2023年度の研究例会は、JPI全支部共同開催による「JPI webフォーラム」として開催いたします。 

JPI中部支部主催分については、従来通りIPP中部支部会員の皆様も無料にてご参加いただけます。 
 

 
※上記の講演時間には、質疑・応答の時間を含みます。  

【注意事項とお願い】 

「Zoom ウェビナー」を利用したオンライン形式で開催いたします。下記の内容について、事前にご確認ください。 

①ご利用の端末への Zoom アプリケーションのインストールおよびインターネット接続が必要となります。 

 ②接続回線の状況等により視聴し難い場合があります。通信費・接続利用料金等は、参加者の自己負担となります。 

③参加申込は、JPI ホームページ内の「JPI web フォーラム参加申込ページ」より各自でお申込みください。 

 ④参加申込をいただいた方には、E メールで参加手順等をご案内いたしますので、事前にご確認ください。 

 ⑤本セミナーの内容について、録画・録音・キャプチャー取得等によるデータ保存行為を固く禁止します。また、 

講演資料は参加者のみの利用に限定しますので、無断で複写・配付・公開する等の行為を行わないでください。 
    

 

２０２４年３月２９日（金） １３：３０～１５：３０  《申込受付中》 

【テーマ】 

『包装の立場から考える「我々はなぜ脱炭素をやらなければならないのか」』 

【講師】 

（依頼／調整中） 

持続可能な社会を目指してどの産業分野でも例外なく環境対応が求められる時代となりま

した。ただ、社会全体は混沌としていて何が有効なのか、そもそも何から始めたらいいのか

はっきりしていないのが実情です。今回は最新情報をもとに皆様が気になっている様々な環

境問題の事象や現状について、いったい今何が起こっているのか、全容を明らかにしたいと

思っています。その上でどういう手法があってその裏にどういった背景がのしかかっている

のか、現状の仕組みや制度も交えながら包装に求められる「本当の環境対応」について深く

わかりやすく本音で解説いたします。 
 

＜講演予定項目＞ 

１．プラスチックはなぜ嫌われるのか 

 1.1 石油から作られるプラスチックの割合 

 1.2 世界中に広まった脱プラスチック 

 1.3 レジ袋有料化の効果 

 1.4 マイクロプラスチックの実情 

２．環境対応包装の最前線 

 2.1 リアルとバーチャルなバイオマス 

 2.2 生分解 

 2.3 メカニカル及びケミカルリサイクル 

 2.4 モノマテとマルチマテリアル 

３．後戻りできない背景に何があるのか 

 3.1 パリ協定の発効 

 3.2 今までの法体系と 

プラスチック資源循環促進法 

 3.3 日本の環境系マーク 

 3.4 世界に広がるパートナーシップ 

４．今後にむけて何を理解したらいいのか 

 4.1 カーボンニュートラルと 

サーキュラーエコノミー 

 4.2 環境問題はブームで終らない 

 4.3 ハイブリッド志向のすすめ 

 

※講演項目は予告なく変更になる場合がございます。 

《JPI中部支部／IPP中部支部からのお知らせ》 

◆「2024年度（第59期）包装管理士講座」、受講申込受付中。（3/15まで） 

◆「2024年度 包装設計の基礎講座」、受講申込受付中。（4/12まで） 
※詳細は、下記の【JPI中部支部ホームページ】をご確認ください。 

 https://www.jpi.or.jp/shibu/chubu/ 

JPI web フォーラム（2024 年 3 月度） 


